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コントロールは信頼できる電子計算機

（コントロールコンピュータ）におまか

せになるべきです。

たくさんの係貝か，計総盤をにらみな

がら．いちいちコントローラに指令を

出してプラントを制御する一一ーといっ

た光設が．あなたの企業でまだ見られ

るようでしたら．いちどお々えくださ

い つぎのふたつの理由から，それは

きわめて不経済なことだからです。

．いま．もっともi't.rRなのは人材。労

働4~1古がますます厳しくなってくると

i 機械にもできる｛上：Ji.に多くの人民

を当てておくのは，たいへんなロス

です．

しかも，ft純のプラントがより複雑化

するにしたかって．入手てはどうして

も〈早〈〉〈正献な〉コントロールがで

きなくなってきています。

．エレクトロニクス校術の情＇｝｛的な進

歩によって，制御用＇，l.tF計算機！ムひ

じように信頼fl：が向くなっています。

どんな複雑なプロセスの制御ら〈早〈〉

〈正確に〉処理できるので，安心してま

かせておけます。

だから日立は提案します。現代は計算

制御の時代／プラントのコントロール

は，信頼できるコントロールコンビュ

ータにおまかせになるべきです。

制御にはコントロール専用のコンビュ

ータをノ

計算制御］なら，お手持ちの・i；；.務用屯子

計算機を｛変ってもできるのではないか？

とお思いになるかもしれません。しか

しそうではないのです 制御用屯子計・

算機には，24時間中正確な働きが要求

きれます。事務用屯子計算機よりも，

はるかに尚い信頼性が£，要です。その

ほか．プロセスの多数の；61］御点のどれ

かひとつに，突然重要な入力があった

ときでも，即座に優先して割り込み処

理ができるだけの機能をもっていなけ

llばなりません。そうしたいろいろな

理由から，コントロール＇；！： .どうして

も，専用の制御用託子計算機によらな

ければならないのです

日立は．コントロール4与用のコンビュ

ータ.HIDICIOOをおすすめします／
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HIDIC，。。はこんな効果をお約束します

．人材をより有効に使えます

プラントの運転を完全に自動化するこ

とによって，それまでコントロールの

ために配ほしていた人民を，より効果

のある面に転用できます，

．より高度のプロセスが導入できます

人聞の制御能力を超える懐雑なプロセ

スでも，これからはどんどん採用して，

激しい企業競争に対処してゆけます

．プラン ト運転の安全性を高めます

プラントでは．小さな 1固め事故から

ば〈大な損失が生じます。しかしHIDIC

100なら，いち早〈異常をチェックし，

事故を米然に防ぐことができます。

ノ

．製品の品質を向上させられます

計算制H卸によって．プラントをつねに

故逃｛1在で白動運転できるため，拠品の

品質がよくなり‘バラツキもなくなり

ます。

国最小のコストで最大の生産量がえら

れます あらかじめ設定した最適他に

したがって自動運転が保たれるので，

材料，燃料．動力などを最小｛位におさ

えながら．目標とする最大の生産量を

あげることができます。

・必要なデータが早〈入手できます

運転状態についての最新のデータを，

早〈正確にあつめて，タイムリイに判

断や処涯を下すことができます。

またデータを集計 ・分類して．原価計

算，生産管理，工程管理．在庫管理な

どのために活用できます。

・トータルシステムカ嘆現しやすくな

ります HITAC800シリーズ.HロスC

7250, H1DIC300などの上位計算機と

組合わせて． トータルンステムを実現

し，プラント制御だけでなく，生産管

理．工控管理L在庫管理なども．オン

ラインで進められるようになります。
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HIDIC，。06つの特色

・とにかく小さい／ミニサイズです／

液算ユニヴトは．高さ30センチ．幅43

センチ，奥行30センチ。コントロール

コンビュータとしては．日本最小です。

だから，置き方も自由自在。デスクの

上にでも，配屯緩やキューピクルに組

み込んででも，また．ラ＂Iクに取り付

けてでも使え，とても使手IJです。
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．安い／もっとも経済的なコントロー

ルシステムです／

I Cの採用．そのほか徹底した設討の

合理化によって．低価絡を実現しまし

た。そのうえ．つぎのような利点があ

り，制御対象の胤岐に応ヒて．もっと

も経済的なシステムを構成てきるのて．

たいへんおトクです。

口被算ユニャトのコアメモ.， f内部記

憧装箭） ＇ム 記住谷量！こよ勺て. 2 K 

賠.4 Krt吾．SK  j台乃 3極認があ 7・

自由に選べます．

ロブ）ロセス入wfJ部の規模も．人出力

点数lこ応、ιて．4 -16点単位で．自由

に.ly;i i~"Kでき ます

•HIDIC300やHITAC7250と組み合わ

せて，より大規悦なコン pローJ＇.， シス

テムをつくることができます．



r 





・ずばぬけた信頼性です／

口M ・I・ C (Monolithic Integrated 

Circuit）一一わずか1.3mm四方の中に，

いままでのトランジスタやダイオード雫

ほ抗品の働きをする部分をおさめた．

もっとも新しい議子を採用／回路の接

点、を大幅に減らして．信頼性を高めま

した。

口そのほかのあらゆる部分にも，｛言稼l

度の高い部品を使い．しかもハードウ

・すぐれた制御機能をもっています／

口最大6レベル （1レベルは最大8要

因）まで優先割込み処理ができるので，

プロセスや計算機自体に緊急の必態が

起ったときでも，即座に対処できます。

口決算ユニットと入出力装置に，gljの

仕事を多重同時処理させられます。

口小形ながらストアドプログラム }j式

制御対象に応じて，効率のよい制御フ

ログラムを憶え込ませておけます

．苛酷な周囲条件にも十分耐えられま

す／

口減算ユニ ット，プロセス入出力部な

ど，システムの中心となるおもな機器

Ii，周囲混度 0-50・C、湿度10-95%

でも．正常に働きます。

口座竣，機械的なショ ック．振動など

にも，十分耐えられます。

HIDIClOOはこの 6つの特色をフルに

発揮して，ユーザーに大きな利誌をお

ェアの上のチェック機能を各所に設けて ． 約束します。

あります。 ．プログラムが簡単に組めます／

ロソフトウェアの面でも，機器の動作 命令語の形は，HITAC7250,HIDIC300 

状態をチェックするためのテストブロ と同じ． プログラミングが楽にでき

グラムを備えています。 ます。

ロ厳しい品質管理のもとで生産されて

います。
設置条件 下表の環境下て正常な動作を行ないます

口保守しやすい設計なので，万ーの障

害もすぐ排除でき， 高い効率で運転で

きます。

装｛在

i成算ユニ ヴ ト
＋ 

コンソール入出力部

ーーー ー＋

プロセス人出力部

7・ リンタ

燭関条件

泌皮 I i昆佼

。～so・c
JO～35'C 

r動作時 1

0～4o・c 
（非動作時・

10～95% 

35～90°/o 

20～90(/,o 

。～so・c 1 10～95''-o 
10～35℃ I 35～90'-!o 
動作時p ｜ 

10～4o・c I 20～goq,., 
f非動作時’ ｜ 
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HIDIC，。。のハードウェア構成

•HIDIClOO は． 図のように ． 演算ユ

ニ ・yト（CPU）コンソール入出力部

(C 1/0) プロセス入出カ部 （P1/0) 

安定化電源装置などで締成されてい

ます。

.i寅~ユニ ヴ トには． コアメモ リの記

憶容量によって、 2K諾.4 K語， 8

K語の 3種類があります。

．プロセス入出力部の規模i丸入出力

点数に応じて，4～16点単位で増減で

きます。
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プロセス入出力部

アナログ入力信号

ディジタル入力信号

アナログ出力信号

ディジタル出力信号

割込入力信号

プリンタ



演算ユニ ット

圃霊園

置置圃

コンソール入出力部

プリンタ





H1DIC100のソフトウェア構成
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憶していて，たえず計算機全体の処理

効率を高めるために働いているのです。

．サブルーチン

．ブワ~；;.._lJQ H~ イ Jt, －手ン プロセ

ス入力の走資．データの取込み， A-

D変換．スケール変換．上下限の比較ー

プロセス出力の分配などを，自動的に

進めるためのブロクラムですa・1' O十7，レ寸 V フ・・iンタなどを

働かせるためのプログラムてす。

．中ば J十ヴ’~－--1-ン 乗除算．平方恨，

対数計算などのi貧算の手順をさめたプ

ログラムです。

そのほかコード変換サブルーチンなど

があります。

置テストルーチン

プロセス入出力部，そのほかの周辺機

器の動作状況を監視して、故障や異常

をチェックするためのプログラムてす。
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アセンブラ

725。100シミュレータ

システムコントロール

プロセスモニタ 'oサブルーチン

タス



．プログラムの作り方

HIDICIOOのプログラムは．日行入C7250

のノン ・プロセス ・モニタシステムを

利用して．記号ft百・語 lアセンブラロ

語）で，IJ弘、てゆくニとができます．ょ

のシステムは．記号命令コードや記号

アドレスなどが使えるだけでなく ．ア

ドレスの指定に数式を使ったり、 定数．

サブプログラムなどを記号で指定した

りできるのて：たいへん便利lです。そ

のほか，べつべつにアセンブルした 2

つ以上のサブプログラムを．ひとつの

フログラムのように実行したり ．ライ

ブラ IJ・サブルーチンどうしを結びつ

けたりすることもできます。

図には.H1DIC100用オブジェクト ・フ

ログラムのローダテープを作る手順を

示しました。
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・・11111・
園圏・

園圏 E園園

E開問彊

・園lilli国・
－園

・置函置

製鉄プラントに

H1DIC100を 〔2〕
製鉄工業では．たとえば，つぎのよう

な二とに， HIDIClOOをお使いいただけ

ます。

．分塊圧延機の制御に

会プロセスに‘何台かのHIDIClOOを組

みあわせて設置することによって一一

．インゴットパギーの停什依哉の制御。

．レシービングテーブル，インゴット

スケールなどの自動運転。

・簡単なパスケージュール計算をふく

めて． ミルの向動運転。

．シャー，スラブスケール，パイラー

などの自動運転などができます。

・厚板圧延挽ホットストリップミル

の制御に

・加熱炉のプ・ソシング制御。

．ミルの白動運転とプリセット制御。

． レベラーの制御。などができます。

・電気炉のプログラム制御に

．高炉，転炉，電気炉などの原料配合

割合の制御に

圃コンベアラインの速度制御に
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オペレータ I 
コンソール I 

コンソール I 
入出力装置 I I ~~~：ィやすイタ ［

化学プラントに

HIDICl 00を 〔3〕
石油精製工場，石j由化学工場，ガス化

学工場などでは， ・上位計算機による

コントロールシステムの．サブシステ

ムとして，ユニヴトプロセスの制御を

する。

．プロセス解析用のデータ収集をする。

．データロギングをする。

．パッチプロセスのシーケンス制御を

する。

．分析計のデータ処理をする。

などの目的で， 田DICIOOをご利用い

ただけます。

．プラントの異常監視に

HIDICIOOに．計骨量リミット（上下限）

プロセス変数リミット（上下限，変化

感）計算値リミット（上下限，変化準｝

などをチェックさせられます。

．プラントの情報リクエストに

HIDICIOOに．プロセス変量の表示や

記録．デマンドロギングなどをさせら

れます。

・日報作成に

HIDIClOOに．運転状況の記録，生産管

理記録などをさせられます。



生産管理に

HIDIC100を （4〕
各種産業での，生産管理．工程管理，

在庫管理．販売管理，原価計算などに

も， HIDIClOOをおおいにご利用いただ

けます．

・生産管理。工程管理に

日別生産計画．生産順序計画，所要人

貝計画守出荷計画な Fが作成で事ます．

・生産実績の記録に

日号IJ，月別生産記録を作成したり．稼

動率などを分析したり、不良品の統計

を作成できます。

．在庫管理，販売管理に

原材料や型品の.（£~畳、 販売量などを

管理できます。

・生護ラインの自動化に

原料の配分、加工ラインのバランス、

ストレージ配分などの最適他を出し．

オンラインで自動制御することができ

ますb



I 芯見込主 ｜ 

いた二； ｜

区:Ir,~.;.;; I 叶 （i~；： I 

ビルの集中監視制御に

HIDICl 00を 〔5〕

ピルの管理にHIDIClOOを使えは能率

のよい、経済的な集中管理ができます。

．異常の表示と記録に

機器の故障、上下限依のチエヅク．火

災時の防災機慌の絞動状況などを表示

器に表示したり，記鈷します。

．機器の起動・停止制御に

連動運転ガループの設定と．その起動 ・

停止の定時制御などができます。

・空闘機発電機の自動制御に

i令t点負荷に応じた冷凍機の運転制御，

rfr要熱庇に町、じたボイラーの運転制御，

非常用発泡機の送＇ii!:先の制御などがで

きます。

・電力，ガス，氷道の計量に

使用積算i疫を自動的に記録させ，必要

に吃、じて．料金計算をさせることがで

きます，

・日報の作成に

あらゆるJtrn,1偵を定時ごとに記録し

日報をタイプすることができます．



そのほかこんなところに

おすすめします

．交通機関での制御に

列車の運行制御，交通信号機の制御、

駐車場やパスターミナルの監視制御な

どに利用できます。

・船舶の自動制御に

・ダム，配水池のゲート制御に

．浄水場の監筏制御に
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HIDIC，。。の設置法のいろいろ

HIDIClOOの減算ユニ ットは，小さな卓

上形ですから．お使いになる目的．設

置場所の条件などに応じて．さまざま

な置き万をしていただけます。

・卓上に。光電式紙テーフ読取機やプ

1｝ンタと並べて

・配電盤のなかに組み込んで。・HIDICシステムの標準キューピクル

に組み合わせて。

．ラγ クに取り付けて噌

.:, 

。1:11 • 1【帽，001

4, 
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M HITACHI 

ー

・見積りにあたっての照会事項

足出照会のとき以．つぎの俳写i告御知

らセ〈どさい‘

( 1、f!Jttl

f2J ，極mプロセス

(3 l 入山 }Jf~f号!I：槌

(41処，.FJl内持 作JかilIi＇. マログラム

容；ま，

~ 5、処.flJllこ必t長々 1時間

’6 1&:i，原fl：隙

〆7',iiを；現境条件

8 件辻にやっては L‘.(1, 1:範問．セ

L：り？ト内 iア関係

, 9・ 納期 f呂田部始時胤｝

i記載例｜

d、)lj' i:L ト－

人 出 JJU~J・

処bJI~. l止す 千手

処樫サイヅ’レ

氾 i原 H:t栄

主主流環境条「j:

適用プロセス ××××製造工程

御希望納期 昭和×年×月×日

孟t』＇，＼. J!r 寄ら ？昆 ,)I', fおI

ア十ログ人-JJ SOl.( 1.Th-C. mA.乳育イトl

デ fユfタル入）］ 20l•:t・f宅点 1

パ／.－ス人}J 5 /1: (1'i£I_Ed ルス 1

アナログtn力 6点 1li:L五1

ディジタルw-1.1 20，足終点 l

r:11 字 50.t質問

firi. ？記 60,r¥ 

計 1.j. ~it最南E計算． 原単価計算
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.HIDIC100適用例

｜発 ’u~ ｜必 1蕊 f§IJ 

m 巨I CPU 外部｜アナロディジ lアナロ .，..イン アワリヤーションの内下手
9 /1, 人IHJJ袋i0"

コア メモ’1 グ入 ｝） l入 ）J グ出力 m JJ 

¥rt立」：場 I 128K¥V I タイフライタ 20 自動車級立工場のラインパラ〉えおli調

’E. I奄官；.£fl! 8KW 1 96 48 カードリーダ 2 と銀立作実j告示
テープパンチ 1 lj[f.主のトラ ワキング－ t7ライン管男

タイフライタ 2 i1! ,:i工場内外！≫品のトラ ヅキン 7と
主t装工土品 4KW 1 100 

カードリーダ 1 P/Fコンベヤ戸分自主．合流部ii却
コンベヤ制御 CRT 1 

ストレージ在f事内容の管理テーフパンチ 1

鋳造工場
タイプライタ 2 鋳造設備併オンラインコントロール

生姥指示
4KW 1 16KW 32 400 200 CRT 1 生産スケメュー／l-~）立案と実績による

文字表示裳遺・ 修正．健It負荷配分制御

タイフ、ライタ l
カードリーダ 1

食事集中管理ンえテム
合 1・lt符 .flJ!. 4KW 1 256KW 150 50 1-1ンウド’1・グ 5

市－ I'ハンチ l
入自主．ili含量，現t£鑑の管E聖

CRT 

圧 延 慢 8KW 250 50 
デュアルシステム

;Lil 御 (11 ×2 I 圧延機臣下量の時分訴訟定

タイプライ F 1 
リパーサル圧を慢の自動運転

庄径 機
SKW 16KW 16 200 16 50 ウ－ r •1 -'I' I 

大旬計算機とハイアラーキシステムを

制 御（2) CRT 
形成
オンラインデュアルシえテム

7イプライタ 1
均然~のデータロギング

必｝然炉モニタ 4KW 1 100 60 32 100 CRT 
カードパンチ l 

圧延スケジュールコントロール

交通制御
4KW I 1 16KW 200 

タイプライタ l 列Jド発:tr時分旬i御
(1也下鉄｝ CRT 2 運転実績レポート作成

タイプライタ 4 よu産炉実験デ－？集収及び計t).
！弘チ知iロガー 4KW 1 200 50 C R T ：長Eまるモータ

エンジン手7,.j- 4KW 1 100 300 20 40 
デイブライ？ 2 自動準エンジンのオンラインテスター
ウードリーダ l 条件設定．測定．解桁．レポート作成

? Iプライタ 1 !r訳g1J.JI（£の：tt£と表示
集 計装置 4KW 1 16KW CRT 小色管理 （実績集計）

速 度制御 I2 KW I 
I 電動II回転速度のヂ fジ？ Iレ定齢制lilll 

200 20 60 !U ~立台電動機の時分調印｜御

火力起動淡vi 1 
I 

70 
タービン fti主．負f;j上R-. ？ーピン t由

60 タイ 7ライタ i i:l.. IJu i成弁切u:.水l;.・，liI主制御

デ4ジ？II，パー＋
1 

コントローラ
10 200 タイプライタ l

パーナの点火．消火. ，！告f'F 平ュ 7ll-

システムとする ）

SKW I 
入力信号処理， ttl 力（J 号処男 ． 監~.

!,1化ピニ／l- 1 200 50 80 j fブライ 'I 3 印’f, I) 1エスト ．デ－ ？変誕 ． 速~
指針計税制御

給 水制御l8 KW I 50 30 タイプライタ l
会場内需要水i予測，修正：tu.‘調圧
糟水位指l御，ポンプ台数．パルプ間関
郎i御. 11n縄のヂ－ 'I処f聖

1 需要予測，修正nf):.ニよる送 ・ ~水ボ
ンプ台数及び送耳｛水j没先制御．案品．注

浄水場制御 8 KW 1 50 50 10 100 タイプライタ l 入；おJ御.i戸過池． t下順序おII.J並
;t流世相l御．テ－ 'Iロ専ン 17-.キャニ
ング毛ニタ

ゲート院i度J綜.11 i定量計算．；持水面

洪水制御 4KW 1 10 50 I自~t fl:. Iま入抵.tlJ.流入品t変化字社
ぉ：．自作：Illilt l¥'dt n:.ゲート開放制御

む 欽 S s 8 K¥Y 1 16KW 20 250 250 7イプライ 'I 2 
ヂ－ 'Iロ￥ン 1, J匹敵Jen.cstxit 

集中市IJi卸 器. Aケジューら運転‘ CB ii} !1入 -

製鋼m~·，L:rifr 4KW 1 30 20 W. VAR. WH, VAR H，記録

エネルギー
8KW 1 56K¥V 130 100 100 タイプラ｛ 'I 3 

ポイラ偽字社ti‘＇，Ii}J 7 イーダ道府ii11 

センター 保．発屯倹無効分制御．データ処f型

一
トルネル目~J御 SKW 1 8K'W 50 250 70 タイプライタ 3

CO, V i計による妓託制lOJ.解析社
掠.ii i下及び/t｛附記録

HITACHI 25 
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